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球磨川水系河川整備計画の策定について（回答） 

令和４年７月１日付け国九整河計第１９号で意見聴取のありましたこのことについて、

河川法施行令第１０条の４第２項に基づき、球磨川水系河川整備計画［国管理区間］（案）

に対し関係市町村長へ意見を聴取したところ、計画内容の変更を求めるような意見はあり

ませんでした。 

このことも踏まえ、県としては、同計画（案）が「緑の流域治水」による、球磨川流域

における「命と環境の両立」、「令和２年７月豪雨からの復旧と創造的復興」、「持続可能な

発展」の実現を基本理念とし、本県の方向性と一致していることから、異存ありません。 

 なお、今後は、河川整備計画の策定を速やかに進めていただくとともに、河川整備の実

施に当たっては、流域における暮らし、歴史、文化などを踏まえ、次頁以降に示す項目に

ついて、御配慮いただきますようお願いします。 



 今後の河川整備に当たり、以下の項目を要望します。県も流域市町村や関係機関等と協

働して参りますので、実現に向けて積極的な取組みをお願いします。 

 

１．治水対策について 

令和２年７月豪雨で被災した流域の一日も早い復旧・復興のため、河道掘削、遊水地、

輪中堤、宅地かさ上げ等の河川整備を迅速かつ着実に進めるとともに、新たな流水型ダム

を可能な限り早く完成させていただきますようお願いします。 

また、新たな流水型ダムを含む施設整備が完成するまでの間において、施設の能力を上

回る洪水が発生した場合においても、国のリーダーシップにより関係機関の連携・調整を

主導し、整備段階毎の多段階リスクについて、地域社会への情報提供等によるリスクコミ

ュニケーションなどにより、地域の人々の「迅速かつ的確な避難」と「被害最小化」を図

る取組みを推進していただくようお願いします。併せて、市房ダム再開発について、早期

の事業着手に向けて、洪水調節機能の増強に向けた調査・検討を推進いただきますようお

願いします。 

さらに、流域全体で洪水中の堆積土砂や流木の発生をできるだけ防ぐため、森林・治山・

砂防事業に取り組む関係者との連携・調整をお願いします。 

 

２．河川整備計画[県管理区間]との連携について 

緑の流域治水を迅速かつ着実に推進できるよう、また、本支川及び上下流バランスや沿

川の土地利用を踏まえて、流域内のそれぞれの地域で安全度の向上・確保を図り、水系と

して一貫した河川整備が実施されるよう、県が河川整備計画[県管理区間]に基づき実施す

る河川整備との連携に御配慮いただきますようお願いします。 

 

３．河川環境について 

新たな流水型ダムは、安全・安心を最大化するものであると同時に、球磨川の環境に極

限まで配慮し、清流を守るものである必要があります。 

この点を流域住民の皆様に確認していただくためにも、引き続き、法と同等の環境アセ

スメントを着実に実施するようお願いします。併せて、今後、県が構築する、流域市町村

や流域住民の皆様とも一体となって、事業の方向性や進捗を確認していくための仕組みに

ついても、積極的な御対応をお願いします。 

さらに、水没予定地の環境について、最大限の御配慮をいただきますようお願いします。 

 

 



４．水源地域の地域振興について 

新たな流水型ダムを含む「緑の流域治水」の推進に当たっては、村の中心部が水没予定

地となり、水没世帯の７割以上が村外に移転した五木村やダム建設予定地となる相良村の

振興は極めて重要です。五木村の住民が、これから先も豊かに、安心して末永く五木村で

暮らしていけるよう、引き続き、生活再建や振興についての御支援をいただくとともに、

相良村の「復興むらづくり計画」等に掲げる取組みについても、早期実現に向けた御支援

をいただきますようお願いします。 

 

５．流域住民の理解を深める取組みについて 

事業実施に当たっては、地元へ丁寧な説明を行うなど、流域住民等の理解を深めるため

の取組みを進めていただきますようお願いします。 

 

６．特定多目的ダム法に関する手続きについて 

河川整備計画策定後、特定多目的ダム法に基づく「川辺川ダムの建設に関する基本計画」

の廃止手続きを進めていただくようお願いします。 

 

７．関係市町村長の要望事項について 

関係市町村長の意見には、添付のとおり、個別の要望事項が付されたものもありますの

で、これらについても御配慮いただきますようお願いします。 




































